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公衆衛生学分野 
論文 
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学会発表数 

A－a A－b B－a B－b 
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

1 0 3 1 0 8 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

青柳 潔・教授 労働衛生指導医 長崎労働局 

青柳 潔・教授 安全衛生専門委員 長崎労働局 

青柳 潔・教授 
保健医療対策協議会成人保健部会専門委員会 

（がん登録委員会）委員 
長崎県 

青柳 潔・教授 健康ながさき 21 推進会議委員長 長崎県 

青柳 潔・教授 感染症対策委員会委員 長崎県 

青柳 潔・教授 環境審議会委員 長崎県 
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青柳 潔・教授 公害審査委員 長崎県 

青柳 潔・教授 保健医療対策協議会企画調整部会委員 長崎県 

青柳 潔・教授 保健医療対策協議会離島医療部会委員 長崎県 

青柳 潔・教授 地域・職域連携推進協議会 長崎県 

青柳 潔・教授 ATL ウイルス母子感染防止研究協力事業連絡協

議会委員 長崎県 

青柳 潔・教授 保健所運営協議会委員 長崎市 

青柳 潔・教授 理事 日本生理人類学会 

青柳 潔・教授 評議員 日本生理人類学会 

青柳 潔・教授 英文誌編集委員 日本生理人類学会 

青柳 潔・教授 代議員 日本産業衛生学会 

青柳 潔・教授 理事 日本産業衛生学会 九州地方会 

青柳 潔・教授 評議員 日本民族衛生学会 

青柳 潔・教授 評議員 日本骨粗鬆症学会 

青柳 潔・教授 理事 九州農村医学会 

青柳 潔・教授 長崎産業保健総合支援センター相談員 独立行政法人労働者健康福祉機構 

安部 恵代・准教授 健康ながさき 21 小委員会委員 長崎県 

安部 恵代・准教授 評議員 九州農村医学会 

安部 恵代・准教授 評議員 日本生理人類学会 

有馬 和彦・講師 評議員  日本生理人類学会 

有馬 和彦・講師 評議員  日本リウマチ学会 

有馬 和彦・講師 評議員  九州リウマチ学会 

有馬 和彦・講師 代議員  日本疫学会 

有馬 和彦・講師 健康長崎市民 21 市民推進会議委員 長崎市 

西村 貴孝・助教 理事 日本生理人類学会 

西村 貴孝・助教 評議員 日本生理人類学会 

西村 貴孝・助教 英文誌編集委員 日本生理人類学会 

西村 貴孝・助教 評議員 九州農村医学会 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

青柳 潔・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(B) 
Wnt シグナルと骨・血管連関の生理的多型性 

青柳 潔・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
地域特性に基づく在宅ターミナルケアとソ

ーシャルキャピタル醸成の在り方に関する

研究 

青柳 潔・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(B) 
HTLV-1 による慢性炎症修飾の関連解明を

目指したコホート研究 

青柳 潔・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
MRI で関節リウマチの軟骨傷害を評価し軟

骨再生医療につなげる基盤研究 
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安部恵代・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
血管内皮細胞増殖因子（VEGF）が骨代謝の

生理的多型性に及ぼす影響 

有馬和彦・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
自己炎症疾患研究から解明する新規骨量制

御機構 

有馬和彦・講師 長崎県医師会 代表 （長崎県医師会医学研究助成） 
自己炎症疾患研究成果から解明する炎症と

骨量の関連解析 

有馬和彦・講師 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
慢性肝疾患におけるロコモティブシンドロ

ームの関連についての解明 

西村貴孝・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 
高地集団の循環動態における生理的多型―
チベット族・アンデス族と日本人の比較― 

西村貴孝・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究(A) 
現代人の生理機能とゲノム解析から探る寒

冷適応能と免疫機能の共進化 

富田義人・助教 長崎医学同窓会 代表 長崎医学同窓会医学研究助成金 
運動器疾患を有する高齢者におけるサルコ

ペニアと痛みとの関連 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

安部 恵代・准教授 非常勤講師 長崎女子短期大学 

有馬 和彦・講師 非常勤講師 長崎市市医師会看護学校 

西村 貴孝・助教 非常勤講師 九州大学 

西村 貴孝・助教 非常勤講師 長崎市市医師会看護学校 

富田 義人・助教 非常勤講師 諫早医師会立長崎県央看護学校 

 
○特筆すべき事項 
①学術賞受賞 

・安部恵代・准教授 
日本生理人類学会：優秀論文賞 

Effect of self-reported walking difficulty on bone mass and bone resorption marker in Japanese people aged 40 years and 
over. J Physiol Anthropol 35:25, 2016 について特に優秀であったため。 

 


